
保険薬局における調剤過誤の対応
保険薬局で発生したインシデントは以下のフローに沿って対応する。

<保険薬局>

<病院薬局>

<保険薬局>

当院の院外処方せんを応需した保険薬局において調剤過誤発生
重大な過誤の

場合

青葉区薬剤師会へFAXと電話報告

リスクマネージャー、

保険薬局で対応

会長、副会長へ報告

神奈川県薬剤師会へ報告

<精神神経科の処方の場合>

患者対応の前に

処方医の指示を仰ぐ

<精神神経科以外の処方の場合>

先ずは患者への謝罪・薬品

の交換などの対応をとる

①誤送信した場合のことも含め、報告書は個人情報を伏せて。

（FAXもしくはメール）

②その後電話でIDを連絡、もしくは上記の報告書とはわけてFAX。

（FAX時は何も記載しないで）

FAXを受信したら即、薬局セフティーマネージャーに報告

未 済

（処方医へは事後報告とする場合） （処方医の指示を要する場合）

状況に応じて処方医に連絡

をとり指示を仰ぐ

（可能であれば報告書も渡す）

服用・使用

処方医の指示内容

を保険薬局へ連絡

薬剤部長へ

報告

セフティーマネージャーから

当院薬剤師に報告。当院の方で改

善すべき点を検討

青葉区

薬剤師会

神奈川県

薬剤師会

医師の指示にもとづき患者対応

今後の改善策を検討したうえで、

患者対応の結果を薬剤部セフティーマ

ネージャーへ連絡

必要であれば、区薬会長、

リスクマネージャーが

同行謝罪する

青葉区

薬剤師会

神奈川県

薬剤師会

薬局長へ報告


